
練馬区 投・開票所秩序保持方針 
 

平 成 2 8 年 6 月 2 日 

練馬区選挙管理委員会決定 

 

練馬区選挙管理委員会（以下「委員会」という。）は、各選挙における投票所 

および開票所の秩序保持について、公職選挙法第 58 条から第 60 条（同法第 74

条および第 85条の準用規程を含む）までの規定に基づき、以下のとおり方針を

定める。 

 

１ 全体に関する事項 

(1) 秩序保持の義務 

投・開票所においては、けん騒にわたるなど、その秩序をみだす行為をして

はならない。 

(2) 撮影・録音の禁止 

投・開票所内における撮影・録音は、媒体の種別を問わずしてはならない。 

ただし、委員会が管理運営の必要上自ら撮影する場合および報道機関等特別

に投票管理者または開票管理者が認めた場合を除く。 

なお、投票管理者または開票管理者が特別に認めた報道機関等が撮影する 

場合においては、選挙人が判別できるような撮影、投票の記載内容が判読  

できるような撮影をしてはならない。 

 

２ 開票立会人に関する事項 

(1) 私物の取り扱い 

携帯電話（スマートフォン含む）の開票所内での使用は禁止する。 

また、カメラ、鞄、筆記用具等の必要のない私物は、立会人席には持ち込ま

ないこと。 

立会人席で使用する筆記用具は、委員会が用意する筆記用具に限る。 

(2) 職務への専念 

開票中は職務に専念し、みだりに席を立たない。離席の必要がある場合には

開票管理者に許可を求めること。 

(3) 票の点検に関する事項 

票の点検に際し、意見を述べることは許されるが、不必要に時間をかけるな

ど、遅延行為を行ってはならない。集積台の点検済みの票には手を触れない

こと。 

また、立会い中はポケットに手を入れる等の疑念をもたれる行為はしない 

こと。 

(4) 職務中は開票管理者の指示に従うこと。 



３ 開票参観人に関する事項 

(1) 参観できる者 

① 練馬区の選挙人名簿に登録されている者 

② 開票管理者が認めた報道機関等の関係者 

③ 開票管理者が特別に認めた者 

に限られ、参観を認めた者は、開票管理者の指示に従うこと。 

(2) 開票の妨害の禁止 

開票作業中は静粛にし、大声・奇声を発するなどして開票作業を妨害しては

ならない。 

(3) 撮影・録音の禁止 

報道機関等の開票管理者が特別に認めた場合を除き、参観人席での撮影・ 

録音は、媒体の種別を問わずしてはならない。 

(4) その他、円滑な開票事務の妨げとなる行為をしてはならない。 

 

４ 秩序保持のための処分等 

(1) 秩序を乱す行為があると投・開票管理者が判断した場合は、同管理者は 

当該行為者に対し当該行為を中止するよう命じる。（法 60条） 

(2) 当該行為者が中止の命令に従わない場合は、投・開票管理者は同行為者に

対し退出を命じる。（同条） 

(3) 上記措置をとった後においても、なお、秩序を保持しがたいような場合

は、投・開票管理者は、警察官への処分請求を行う。（法 59条） 

 


